


本 作 は ⼀ 般 社 会 と ホ ー ム レ ス と の 間 に あ

る 壁 を 乗 り 越 え る 試 み で あ る 。 私 は ロ サ

ン ゼ ル ス に 移 り 住 ん で 以 来 、 ホ ー ム レ ス

の 姿 を ⾒ な い ⽇ は な い 。 信 号 待 ち の ⾞ に

H E L P と い う ボ ー ド を 持 っ た 彼 ら が ⼀

台 ⼀ 台 物 乞 い し て 歩 く 姿 は 誇 張 な く ア メ

リ カ の ⽇ 常 ⾵ 景 で あ る 。 し か し ア メ リ カ

で 起 き た こ と は 十 年 後 に ⽇ 本 で 起 き る と

⾔ わ れ る 。 実 際 、 貧 困 ・ 格 差 は ⽇ 本 を は

じ め 世 界 中 で 広 が っ て お り 、 危 機 感 は ⾼

ま っ て い る 。 そ こ で 重 要 な の は 、 こ の 社

会 = 我 々 が 彼 ら を ⽣ み 出 し て い る 事 を 認

識 し 、 コ ミ ュ ニ ケ ー ト す る 事 で は な い か

。 そ の 為 に 私 は 街 ⾓ の ホ ー ム レ ス と ⼀ つ

の ハ ン バ ー ガ ー を 彼 ら と 作 家 と で ⼀ ⼝ ず

つ ⾷ べ る 事 を 実 践 す る 。 そ れ は 彼 ら と 状

況 を 共 有 す る 事 で あ る と 同 時 に 、 理 解 と

受 容 と を ⽰ す 事 で あ る 。 そ の 交 流 の 記 録

と し て ハ ン バ ー ガ ー を 描 く 事 で 、 我 々 と

彼 ら と の 間 に あ る 壁 の 正 体 を 問 い た い 。



← 壁⾯に30×30cmの絵画作品100点を展
⽰。縦5段×横30列の合計150点分となるレ
イアウトに、50の空⽩を⽤意して100点を展
⽰。それにより今後もホームレスが増える余
地が存在することを暗⽰する。
↓床⾯にはホームレスら100⼈を撮影した写
真プリント(L判)を約1万枚、壁⾯に向かって
せり上がるように敷き詰める。その写真の下
には⽑布を敷くことにより、⼈間を踏みつけ
たような感覚を与える。そうすることで、⼀
般社会がいかにホームレスを遠ざけ、⾜蹴に
しているかを体現する。また、その写真に
よって、ハンバーガーの絵画が何を意味する
かを気付かせる。
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本作は、以下コンセプトで制作を続けている「ONE BITE CHALLENGE」シリーズをベースとしたインスタレーションである。

本プランはホームレスの協⼒が必要になるため、右の説明図を⽤いて協⼒を
お願いした。

以下、⽇本語訳。

概要説明
私の作品制作に協⼒してくれませんか︖
その謝礼に10ドルお渡しします。5分ほどで済む簡単なお願いです。

1. アンケートに記⼊してください。
2. ハンバーガーを⼀⼝かじってください。(その際に写真を撮ります)
3. そのハンバーガーを私も⼀⼝かじります。(その後、ハンバーガーは私   
    が持ち帰ります)
4. 私と肩を組んで写真を撮ってください。    

ドキュメント性を⾼めるため、デジタル
カメラ撮影に加えてインスタントカメラ
での撮影も⾏い、各⼈のアンケート(別紙
2参照)に貼付。

本プランの制作⼿順

ONE BITE CHALLENGEシリーズのコンセプト
全⽶のホームレス数は55万4000⼈(⽶住宅都市開発省2017年1⽉発表)で、うち路上⽣活者は19万3000⼈と2年前から9％増加した。私
はアメリカに移り住み、その現実を思い知った。信号待ちの⾞に、「HELP」というボードを持ったホームレスが⼀台⼀台物乞いして歩
く姿は、誇張なくアメリカの⽇常⾵景である。そして⽝猫のようにあしらわれる彼らの姿は世界の縮図にも⾒える。
かつてアンディ・ウォーホルは⾔った。「アメリカの何がすばらしいっていえば、⼀番の⾦持と⼀番の貧乏⼈が同じものを消費するとい
う伝統を始めたってことだ。テレビを⾒てごらん。たとえばコカ・コー
ラだ。あなたはテレビで⼤統領がコーラを飲むのを知る。リズ・テイ
ラーがコーラを飲むのを知る。そして考えてごらん。あなたもコーラを
飲めるのだ。コーラはコーラであり、街⾓の浮浪者が飲んでいるのよ
り、あなたのコーラが⾼くつくなんてことはない。コーラは全部同じで
どれもおいしい。リズ・テイラーもそれを知っているし、⼤統領も、浮
浪者も、あなたも知っている。」――むろん1960年代という時流に乗っ
た彼⼀流の⽪⾁だとしても、いま現代あらためてこの⾔葉を考えれば⼈
間性の喪失と断じなければならない。なぜなら物質的には同じでも、⾼
速道路の下に張られたテントと、ビバリーヒルズに建つ豪邸で味わうそ
れとは、まったく違うものになるからだ。それが⼈間というものだろう。
本シリーズは、⼀般社会から切り離された存在として⽣きざるを得ない
ホームレスの⼈々との壁を乗り越える試みである。ロサンゼルスの街⾓
に佇むホームレスと、ひとつのハンバーガーを彼らと作家⾃⾝とで⼀⼝
ずつ⾷べる。それは彼らと状況を共有することであるとともに、理解と
受容とを⽰すことであり、綺麗事が許されるならば⼼を通わせることに
なるかもしれない。そのコミュニケーションの記録としてハンバーガー
を描くことで、我々と彼らとの間にある壁の正体がいったい何であるの
かを問いたい。

ONE BITE CHALLENGE(ハディ/53歳/男性/2019年5⽉18
⽇)2019年 キャンバス、アクリル 30×30cm
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※2019年7⽉27⽇時点で、100⼈超のホームレスにご協⼒いただきアンケートの回収及び撮影を完了。

※制作中の絵画の完成イメージです。

各⼈には、右の個⼈情報の使
⽤許諾の同意についての署名
を含むアンケートの記⼊をお
願いした。

▼個⼈情報使⽤許諾同意⽂
Information entered in this form, 
and photographs that are taken, 
may be published on websites, 
shown at exhibitions, etc. Please 
sign with acknowledgment of this.
(本票に記⼊頂いた情報及び当⽅で
撮影した写真は、HP・展覧会等で
発表・公開される事があります。
予め了承の上、ご署名下さい。)

ここで選択された⾊は各絵画
の背景⾊に、また、各⼈の署
名を絵画のサインとして使⽤
することで、存在⾃体を否定
されがちな彼らの存在を公の
場で回復する、または彼らが
発⾔権をもった確固とした市
⺠であることを表す。

本プランの参考画像


